
第19回日本女性医学学会ワークショップ 
 

メインテーマ：女性の生涯にわたる健康管理のポイント 
 

　日時：平成26年3月23日（日）10：20～15：40 
　会場：北海道大学学術交流会館 2F　講堂 
　　　（札幌市北区北8条西5丁目） 
† 

ーーーーーーーープログラムーーーーーーーー 
 
1．開会挨拶（10：20） 
　実行委員長：櫻木範明 
（北海道大学大学院医学研究科　生殖内分泌・腫瘍学分野教授） 
† 
2．教育講演1（10：30～11：10） 
「女性医学からみたPCOSとメタボリックシンドローム」 
  座長：水沼　英樹 
　　（弘前大学医学部産婦人科教授、日本女性医学学会理事長） 
  演者：倉林　工　（新潟市民病院産婦人科部長） 
† 
3．教育講演2（11：10～11：50） 
「骨粗鬆症治療薬の選び方~骨粗鬆症ガイドラインを踏まえて」 
  座長：藤野　敬史（手稲渓仁会病院産婦人科部長） 
  演者：茶木　修　（横浜労災病院産婦人科部長） 
 † 
4.  ランチョンセミナー (12：10~13：00) 
「日本人女性における各種脂肪酸摂取の動脈硬化性疾患発症への 
　関与」 
  座長：若槻　明彦（愛知医科大学産婦人科教授） 
  演者：佐久間一郎（北光記念クリニック所長） 



5. シンポジウム（13：20~15：30） 
  「月経に関連する疼痛と気分不快の診断と治療」 
 
座長：久保田俊郎 
　　（東京医科歯科大学周産・女性診療科教授） 
　　　高松　潔　 
　　（東京歯科大学市川総合病院産婦人科教授） 
 
演者： 
   岡野　浩哉（飯田橋レディースクリニック院長） 
　　　「OCによる効果と副作用とのバランスを重視して」 
   武田　卓（近畿大学附属病院　東洋医学研究所教授）　 
　　　「漢方治療の視点から～ヌーベル漢方のすゝめ」 
   甲村　弘子（大阪樟蔭女子大学大学院人間科学研究科教授） 
　　　「月経随伴症状について~女性心身医学の視点から」 
   宮原　富士子（NPO法人HAP理事長） 
　　　「地域薬局での月経に関する取り組み～薬局における 
　　　　ウイメンズヘルス研究から」 
† 
6. 閉会挨拶（1５：３0~15：3５） 
    実行委員長：櫻木範明 
（北海道大学大学院医学研究科　生殖内分泌・腫瘍学分野教授） 
† 
7. 第20回実行委員長より挨拶（1５：３５~15：４０） 
† 
参加費：医師・コメディカル　3,000円、学生：無料 
問合せ先：第19回日本女性医学学会ワークショップ事務局 
北海道大学病院　婦人科助教　小林範子 
北海道大学医学部産婦人科内 
〒060-8638 札幌市北区北15条西7丁目 
TEL：011-706-5941 FAX：011-706-7711 


